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研究目的

境王自製晶の購買促進のために､ジュェリー等の高級品だけにとらわれない従来の枕頭のイメージ

を脱却した新規性の高い商品開発のためのデザイン開発を行い商品化することを目的とする｡

研究結果の概要

1 背景及び事業者の課題 ･ニーズ等

現状の枕頭商品は宝飾品といったジュェリー等を主体に販売活動を行っており､且つ､土産物の

イメージが強いことから､経済や観光業の影響を受けやすい.そこで､日常生活の中で使 う商品に

おける枕頭の利用の可能性を発散由な思考レベルで検討 し､新規性の高い商品を開発することで丁

従来の景気や観光業の業績に左右されやすい久慈琉拍株式会社の経営体質を改善する効果がある｡

さらに､境王白は視覚的な美しさだけではなく､健康促進に効果のある物質であることが報告されて

おり､従来にない健康商品等のジャンルから商品開発をアプローチできる｡また､久慈境王自株式会

社内に､デザインを専門としたレベルで商品企画 ･開発を行える社員が居ないため､急激な経済環

境等の変化による､境柏製品のニーズの変化に商品開発が即応できないのが現状である｡そこで､

岩手大学のデザイン学研究のシーズを活用し､社内の本質的なデザインスキルの向上とソーシャル

ニーズ-の即応体制を構築することも課題の一つとして挙げられる｡

2 研究計画の実施状況

1) 発散的思考法による横軸商品の探索を行った｡

パブリックレベルからパーソナルレベルのユーザーの生活の場から境柏の商品媒体を探索し､約

300のアイデアスケッチを提示することが出来た｡

2)収束的思考過程による枕頭商品の媒体バリエーションを行った｡

上述の発散的思考法から得られた商品媒体をマーケットビューから制約条件を組み入れ収束化

し商品化する商品媒体の候補を決定した｡具体的にはマ ドラー､財布､名刺入れ､ワインス トッ

パー､ワインオブナ一､箸置き等が商品性が高いと判断した｡

3)商品媒体の候補の視覚的概念表現化した｡

三次元 CAD を用いて商品に近いレベルで視覚的にシミュレーションするため､ソリッドワークス

社のソフトを用いて極めて精度の高いデジタル ドローイングを制作した｡

4)プロトタイプの制作｡

上述の視覚的概念表現化を光造形､ハンドメイ ド等でプロトタイプとして制作した｡具体的にはマ

ドラーを2種類､財布を1種類､名刺入れを1種類､ワインス トッパーを1種類､ワインオブナ-

が1種類､箸置きを1種類制作した｡

5)プロトタイプのテス ト販売

2009年 8月 5日-18日まで ｢かわとく壱番館キューブ店工垂館｣にてプロトタイプ及び､3)

において制作したデジタル ドローイングを展示し､ユーザーからアンケー トをとった｡
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マ ドラーのプロトタイプ

i

ワインオブナ-のプロトタイプ

事業展開の見通し

本研究成果の大きな特長としてプロトタイプを制作し､その評価をユーザーからヒアリングした

ことである｡プロトタイプの中より ｢財布､名刺入れ｣が非常に高い評価であり､実際に三陸地域

の革会社で量産に向けた第二段階のプロトタイプを制作した｡しかし､製品としての完成度には及

ばないため､別の企業に制作を依頼中である｡｢見オ布､名刺入れ｣は従来の宝飾品に特化 した販売
チャネル以外-の販路開拓のために､本研究成果を利用していく計画であり､事業展開が極めて高

い｡計画通り､若者の利用が多い生活雑貨を扱うロフ トや､通信販売大手のカタログ-クスが発刊

する､｢通販生活｣など､これまで宝飾品のみでは販売が難しかった販売チャネルを､本研究成果

を利用した商品によって平成22年度に開拓していく予定である｡(平成 22年 10月 1日に財布と

名刺入れは商品化し､全国販売に至った)

名刺入れのプロトタイプ

期待される効果

生活の中に溶け込む製品としての琉柏商品を新たに提供することで､普段あまり宝飾品を身に着

けない人など､これまで枕頭購入の対象とは成 りえなかった人々を､新たな購買層として取り入れ

ることができる｡さらに､本研究を通して向上させた久慈琉王白株式会社のデザインスキルを利用し､

新たに取り囲んだ生活に溶け込む製品を購入する顧客層に対して､ユーザーニーズに対応 した境柏

商品を継続的に開発 ･提供していく｡これにより､従来の経済や観光業の業績に左右されやすい久

慈琉吉日株式会社の経営体質を改善していくことが大きく期待される0
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研究成果pO達成状況

岩手大学のインダス トリアルデザイン研究室では､これまでに岩谷堂箪笥や南部鉄器といった伝

統工芸の世界に､箪笥のキット化などの斬新なデザインを提案し､商品化の後に売り上げを伸ばし

た実績があ.るo例えば､及源鋳造株式会社においては､単独では発想されることの無かつた新規商

晶のピーナッツ皿をインダス トリアルデザイン研究室と共同で開発し､約2年間で1,000個を

売り上げたという実績もあるo琉柏も同様に職人が作り上げる工芸の世界であることから､他の例

と同様に新規のデザインを生み出し､商品化し久慈境拍株式会社の売り上げを伸ばしていくことは

十分に達成可能と考えられ,8.

さらに本研究は､デザインを研究する内容であること〔から､例えば機能性食品の開発といった､

時間がかかり､-実現可能性の未知数な研究とは異なり､結果が出やすく､またそのデザインの商品

化についても久慈枕頭株式会社が持つ技術を利用して商品化していくため､本共同研究は極めて研

究成果が出やすいものと考えられるo

三陸地域への波及効果

本研究の嘩異は､これまでの宝飾品のイメージを脱却した商品の開発により､それに合う新たな

販路での販売を行うことから､これまセ境柏に触れることのなかつ.た人々-の境柏の浸透が図られ

る.また､貴金属以外の企業とのビジネス波及が大いに期待できるoさしらに､1これまで境拍′ゐ認識

が低かつた人-､枕頭の町久慈市を.アピールすることができ､久慈市を中心として､享陸地域-の

観光客の増加を促し､三陸地域経済の発展に寄与することができると考えるo

考 察

-実際に研究成果の一部をデパー トで展示することで､従来のユーザ一層以外から多くのヒアリン

グをもちい､研究の課題点もクローズアップできたことは大きいoさらに､プロトタイプを制作す

ることで､,枕頭の価値をより一層高めることができたと考え､特にJTB主催のシニアカレッジの講
義で事例を紹介した際には大きな反響があったo

備 考

さんりく地域に特化した地域活性化のための基金は研究者と企業が一体化した産学連携におい

ては大変有効であるo反面､｢デザイン｣と-いう見かけだけにとらわれがちな分野では学術的価値

やビジネス波及効果について理解度がなかなか第三者に浸準しない現実がある.商品開発のように

目に見える研究だけではなく､目に見えにくい商品企画､デザインも幅広く支援していただけると
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